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（館資料）「長田富作資料」目録 ＜書簡の部＞ 

 

編纂：垣口 弥生子（桃山学院大学兼任講師）(1)  

平野 翠（奈良大学非常勤講師）(2) 

門上 光夫（大阪府立中央図書館） 

 

2011（平成 23）年から始めた大阪府立図書館第 2 代館長長田富作の遺したすべての資料の整理を今年度に終えることができた。文書については先に整

理を終え、『大阪府立図書館紀要』第 42号（2013年）で報告した。今回目録を公開するのは若干の文書と個人および団体の書簡である。 

 なお、「長田富作資料」の来歴および長田富作については、『大阪府立図書館紀要』第 42号 26-34頁に記載している。 

 

（凡例） 

一  ＜文書の部＞補遺 【請求記号 F】 

  （1）＜文書の部＞と同様に資料の作成者別に 5類に分け、全 9種の小見出しを付けた。 

  （2）5類 9種は以下の通り。 

1 大阪府立図書館・大阪府関係 1.1 庶務 1.2 展示会 1.3 貸出文庫・読書会 

 2 大阪・近畿地方図書館関係 2.1 大阪図書館協会関係 2.2 近畿図書館協議会関係 2.3 大阪文化施設協会関係 

 3 日本図書館協会関係 

    4 中央図書館長協会関係 

    5 その他 

   なお、「2.3 大阪文化施設協会関係」と「4 中央図書館長協会関係」については今回対象となる資料はなかった。 
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  （3）各類の詳細は、『大阪府立図書館紀要』第 42号の 43頁の「凡例」を参照されたい。 

 

 二 ＜書簡の部＞【請求記号 G】 

（1）まず書簡全体を、書簡の宛先（差出）別に、「長田富作宛」、「上松寅三宛」（3）、「長田富作差出」「その他宛」の 4類に区分した。 

  （2）各区分内は差出人（2の長田富作差出は宛先）の 50音順に配列した。 

（3）差出人、宛先人が複数の場合は、さらに作成順に配した。作成は消印で判断し、消印の判読ができない場合は書簡に記された年月日を参照した。 

（4）差出人、宛先人には肩書きを付し、（ ）には住所を記した。 

（5）「長田富作宛」、「上松寅三宛」には差出人の見出しを配した。 

  （6）文書として一括してまとめられていた書簡については文書としてまとめている。先に公開した＜文書の部＞の目録を参照されたい。 

 

 

 [註] 

（1）元・大阪府立中之島図書館（在職 1980‐2006）。『中之島百年：大阪府立図書館のあゆみ』編集委員。現在、桃山学院大学、佛教大学等で非常勤講師（「図書館史」）。 

（2）元・大阪府立中之島図書館（在職 1970－2006）。在職中『大坂本屋仲間記録』翻刻・出版事業に参加。現在、奈良大学、京都橘大学等で非常勤講師。 

（3）上松寅三は大阪府立図書館司書。今井貫一在職 25周年を記念して発行された『石山本願寺日記』（1930年）の編纂に携わった。 



袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-7 履歴書 「宮内省図書寮九」と書かれた封筒にあり

F-7 1 履歴書 湯村曻三 昭和3年12月1日 手書き 1枚 枠外に鉛筆書きで「岡村監視紹介十二月一日三年」とあり

F-7 2 履歴書 野間定之 手書き 1枚

F-7 3 履歴書 栴本長太郎 手書き 1枚

F-7 4 履歴書 横内可平 昭和4年5月 手書き 1枚

F-7 5 履歴書 山下一郎 昭和6年1月 手書き 1枚
弘前市富田　桜木○○　三浦圭三　両名より差出　封筒
（昭和6年1月31日消印）

F-7 6-1 履歴書 三ヶ尻浩 昭和6年3月 ガリ版 3頁 同一物2部あり

F-7 6-2 書簡 三ヶ尻浩 手書き 2枚

F-7 7 履歴書 弘田保 昭和6年6月8日 手書き 2頁
福岡県浮羽中学校長田中秀次郎より差出。封筒（昭和6年7
月21日）

F-7 8 書簡 出家祐吉 昭和6年7月22日 手書き 1枚

F-7 9 履歴書 石川良一 昭和6年8月 手書き 1枚 同内容2枚。観諷社石川冨峰より差出。封筒

F-7 10 履歴書 田野稔 昭和6年12月 手書き 1枚

F-8 履歴書

F-8 1-1 履歴書 潮崎俊一 昭和9年4月12日 手書き 1枚
兵庫県武庫郡　本人より差出。封筒（昭和9年4月13日消
印）。大阪府大谷社会課長差出封筒に入っていた。

F-8 1-2 書簡 潮崎 手書き 1枚 館長宛

F-8 1-3 名刺 村上寛 1枚

F-8 2-1 履歴書 寺脇捨蔵 昭和9年5月8日 手書き 2枚 本人より差出。封筒（昭和9年6月18日消印）

F-8 2-2 書簡 寺脇捨蔵 6月17日 手書き 1枚

F-8 3 履歴書 村上不二雄 昭和10年 手書き 1枚

F-8 4 履歴書 亀井宇尹 昭和12年2月9日 手書き 1枚 「西岡君」と書かれた封筒

F-8 5 名刺 岸江憲一 1枚 独逸国有鉄道中央観光局日本支局の肩書

F-9 履歴書 大里輝子 昭和7年5月25日 手書き 1枚 同内容2部。封筒

F-10 履歴書 高塚義治 手書き 2枚 長田による下書き。「高塚義治氏略歴」の封筒

F-11 履歴書 貞吉武夫 手書き 1枚 長田による下書き。大阪府立図書館用箋。封筒

F-13 MEMO年代便覧〔メモ〕 〔長田富作〕 手書き 1冊 『年代便覧』の注文者部数メモ

F-14 上申書
杉田みち・井上アサ子・
菅井二三子・洲浜シズ
エ・三中菊枝

昭和5年8月26日 手書き 1枚 今井貫一宛

F-22 前館長伝記資料〔メモ〕 手書き 4枚 大阪府立図書館用箋

F-23 大阪図書館年報（第二） 大阪図書館 明治39年6月30日 印刷 1冊 赤字で「永久保存」

F-27 資源回収代替○需要量明細調査票 印刷 1枚

1　大阪府立図書館・大阪府関係

＜文書の部＞補遺
長田富作資料

1.1　庶務
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-35 メモ 長田富作 手書き 5枚 「東西連合古本大即売会」の封筒

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-12 〔郷土先儒遺著展覧会関係資料〕

F-12 1 郷土先儒遺著展覧会目録 大阪府立図書館 昭和13年10月 印刷 1枚 会期：昭和13年10月16日～18日

F-12 2-1 猪熊信男宛出陳依頼状
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和13年9月5日 印刷 1枚 公印あり、未送付

F-12 2-2 書簡 猪熊信男 昭和13年9月11日 手書き 1枚 出陳依頼に対する返信

F-12 2-3 書簡 猪熊信男 昭和13年10月17日 手書き 1枚 礼状

F-12 3-1 書簡 石浜純太郎 昭和13年9月5日 手書き 1枚 展覧会プラン

F-12 3-2 書簡 石浜純太郎 昭和13年10月3日 封筒のみ

F-12 4-1 書簡 伊藤晋 昭和13年10月14日 手書き 1枚 ハガキ。出陳依頼了承の件

F-12 4-2 書簡
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和13年10月20日 印刷 1枚 伊藤晋宛（印刷文、封書入り、未送付）

F-12 5-1 岩崎佐一宛出陳依頼状
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和13年9月5日 印刷 1枚 公印あり、未送付

F-12 5-2 書簡 岩崎佐一 昭和13年9月12日 手書き 1枚 出陳依頼に対する返信

F-12 5-3 書簡 岩崎佐一 昭和13年9月25日 手書き 3枚 展覧会出品に関する件

F-12 6-1 書簡 内海景普 昭和13年9月2日 手書き 1枚 所蔵品問い合せに対する返信

F-12 6-2 書簡 内海景普 昭和13年9月14日 手書き 1枚 東京木崎氏の所蔵品について等

F-12 6-3 書簡 内海景普 昭和13年10月19日 手書き 1枚 展覧会欠席の詫び状

F-12 7 大谷大学図書館長宛出陳依頼状
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和13年9月5日 印刷 1枚  「手紙を以て依頼ズミ」と書込みあり

F-12 8 書簡 狩野直喜 昭和13年10月24日 手書き 1枚 ハガキ。『郷土先儒遺著聚英』受贈の礼

F-12 9-1 書簡 玉樹香文房
〔昭和13年〕9月7
日

手書き 4枚 資料借入先の紹介

F-12 9-2 書簡 玉樹香文房 昭和13年9月29日 手書き 1枚 ハガキ。資料貸出の段取りについて

F-12 10 中野康章宛出陳依頼状
大阪府立図書館　長田富
作

昭和13年9月5日 印刷 1枚 キャプションあり。

F-12 11 書簡 新見虚舟 昭和13年10月12日 手書き 1枚 ハガキ。展観お知らせの礼。

F-12 12 書簡 石橋重吉
〔昭和13年〕10月
13日

手書き 1枚 封筒欠。展観目録の寄贈願い

F-12 13 吉井太郎宛出陳預状
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和13年9月27日 印刷 1枚

F-12 14 龍谷大学図書館長宛出陳依頼状
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和13年9月5日 印刷 1枚

F-31 国史展覧会往復文書

F-31 1 皇紀二千六百年国史展覧会〔案内状〕
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和15年1月10日 印刷 1枚 裏面にメモあり。

F-31 2 〔出展のための借り受けメモ〕 手書き 1枚

F-31 3 〔預かり書〕 図書館長　長田富作 昭和15年1月11日 印刷 1枚 佐佐木信綱宛。封筒あり

1.2　展示会
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-31 4-1 図書借用願
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和14年12月18日 手書き 1枚
宮内省圖書寮頭金田才平宛。リストあり。宮内大臣松平恒
雄宛封筒に入る

F-31 4-2 図書撮影出版願
大阪府立図書館長　長田
富作

昭和14年12月18日 手書き 1枚
宮内省圖書寮頭金田才平宛。リストあり。宮内大臣松平恒
雄宛封筒に入る

F-31 4-3 御物図書日本書紀御貸下ノ件
大阪府立図書館長　長田
富作

手書き 1枚 宮内大臣松平恒雄宛封筒に入る

F-31 5 〔ハガキ〕 石山寺 昭和13年12月7日 手書き 1枚

F-31 6 〔ハガキ〕 猪熊信男 昭和14年1月31日 手書き 1枚

F-31 7 〔書簡〕 猪熊信男 昭和14年12月21日 1枚 封筒のみ

F-31 8 〔ハガキ〕 小川睦之輔 昭和14年12月4日 手書き 1枚

F-31 9 〔書簡〕 宮内省図書寮　宮良當壮 昭和14年12月6日 手書き 1枚 宮内省用箋

F-31 10 〔ハガキ〕 鈴鹿三七 昭和14年12月1日 手書き 1枚

F-31 11 〔書簡〕 尊経閣文庫　今井吉之助 12月23日 手書き 1枚

F-31 12 〔書簡〕
京都帝国大学図書館　竹
林熊彦

昭和14年12月28日 手書き 1枚

F-31 13 〔書簡〕
大礼記念金沢市立図書館
長　毎田周治郎

昭和14年12月20日 手書き 1枚

F-31 14 〔ハガキ〕 宮良當壮 昭和14年12月20日 手書き 1枚

F-31 15 〔ハガキ〕 保井芳太郎 昭和15年1月3日 手書き 1枚

F-31 16 〔ハガキ〕
京都帝大図書館　山鹿誠
之助

昭和14年12月1日 手書き 1枚

F-31 17 〔ハガキ〕 山鹿誠之助 昭和14年12月28日 手書き 1枚

F-31 18 〔ハガキ〕 〔東寺観智院〕 昭和14年11月30日 手書き 1枚

F-31 19-1 〔電報のメモ〕 手書き 2枚

F-31 19-2 〔電報〕 イノウマ 昭和14年12月16日 印刷 1枚

F-31 19-3 〔電報〕 イ 昭和14年12月17日 印刷 1枚

F-31 19-4 〔電報〕 イ 昭和15年1月10日 印刷 1枚

F-31 19-5 〔電報〕 ミワ 昭和15年1月10日 印刷 1枚

F-31 19-6 〔電報〕 昭和15年1月12日 印刷 1枚

F-31 19-7 〔電報〕 昭和15年1月12日 印刷 1枚

F-31 19-8 〔電報〕 昭和15年1月12日 印刷 1枚

F-31 19-9 〔電報〕 昭和15年1月13日 印刷 1枚

F-31 19-10 〔電報〕 昭和15年1月18日 印刷 1枚

F-31 20 〔ハガキ〕 石山寺貫主　鷲尾光遍 昭和14年11月15日 手書き 1枚 大阪府立図書館長宛

F-31 21 〔ハガキ〕 東京帝国大学　龍粛 昭和15年1月22日 手書き 1枚 大阪府立図書館長宛

F-34 猪熊ゟ出陳目録 猪熊信男 手書き 1枚

F-45 『昇平宝筏』展覧会キャプション

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-19 国民精神総動員文庫協議会

1.3　貸出文庫・読書会
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-19 1 草稿〔議長挨拶〕 手書き 1枚

F-19 2-1 国民精神総動員文庫規程 手書き 1枚 他メモ（断簡）。大阪府立図書館用箋

F-19 2-2 〔下書き〕 手書き 2枚 豊中市長宛。大阪府立図書館用箋

F-20 大阪府巡回文庫協議会〔昭和12年〕

F-20 1 協議案 昭和12年2月3日 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋

F-20 2 協議会に就いて 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋

F-20 3 大阪府立図書館巡回文庫貸出文庫協議会 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋

F-20 4 大阪府図書館協議会 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋

F-20 5 〔挨拶草稿〕 手書き 5枚 大阪府立図書館用箋。紙背

F-20 6 巡回文庫ノ現状ト将来 手書き 14枚 大阪府立図書館用箋

F-20 7 〔協議題メモ〕 手書き 1枚

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-18 大阪図書館協会〔昭和10年〕

F-18 1
〔公共図書館費国庫補助法制定に関する請
願について〕

大阪図書館協会理事長
長田富作

昭和10年2月25日 印刷 1枚 同一物2部

F-18 2 大阪図書館協会理事会〔メモ〕 手書き 10枚 大阪府立図書館用箋

F-18 3 大阪図書館協会理事会〔メモ〕 手書き 4枚

F-18 4 書簡 山岡亮三郎 昭和10年2月19日 手書き 1枚 宮田孝二宛

F-21 大阪図書館協会第9回総会メモ
〔昭和8年11月〕
18日

手書き 2枚 大阪府立図書館用箋

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-16 〔第25回近畿図書館協議会〕

F-16 １ 第廿五回近畿図書館協議会出席者名簿 印刷 1枚

F-16 2-1 （添付ノ一）橋本曇齋先生百年記念会々則
〔橋本曇齋先生百年記念
会〕

〔昭和10年5月〕 印刷 1枚

F-16 2-2 （添付ノ二）橋本曇齋先生略年譜
〔橋本曇齋先生百年記念
会〕

〔昭和10年5月〕 印刷 1枚

F-16 2-3 （添付ノ三）橋本曇齋先生学統略図
〔橋本曇齋先生百年記念
会〕

〔昭和10年5月〕 印刷 1枚

F-16 2-4 （添付ノ四）橋本曇齋先生功績の大要
〔橋本曇齋先生百年記念
会〕

〔昭和10年5月〕 印刷 1枚

F-16 3-1 第二十五回近畿図書館協議会収支概算書 〔近畿図書館協議会〕 印刷 1枚

F-16 3-2 第二十五回近畿図書館協議会経費決算書 〔近畿図書館協議会〕 印刷 1枚

F-16 4 〔近畿図書館協議会準備メモ〕 手書き 11枚

F-17 〔第30回近畿図書館協議会〕

2.1　大阪図書館協会
2　大阪・近畿地方図書館関係

2.2　近畿図書館協議会関係
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-17 1 和中金助氏所蔵紀州関係資料展観目録 和歌山県立図書館
昭和16年5月2・
3・4日

印刷 1枚 同一物2部

F-17 2 名刺 印刷 5枚 和中金助・加藤等・伊達安朋・福井栄一・山口藤次郎

F-17 3 北畠貞顕氏略歴 手書き 3枚

F-17 4 北畠館長記念品代〔メモ〕 手書き 3枚 趣旨。大阪府立図書館用箋。袋

F-17 5 書簡 竹林熊彦 昭和16年9月8日 手書き 1枚 北畠前館長記念事業の件返事

F-17 6 書簡 内藤乾吉 昭和16年9月4日 手書き 3枚 北畠前館長記念事業の件返事

F-17 7 〔下書き〕
近畿図書館協議会代表発
起人

手書き 2枚 北畠前館長記念事業の件

F-17 8 〔下書き〕 手書き 1枚 北畠前館長記念事業の件

F-29 1 〔メモ〕 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋ウラ

F-29 2 〔書簡〕長田富作宛 谷口月典二 9月17日 手書き 1枚 図書に存する細菌検査に関して

F-30
昭和十六年十一月十八日文部省長島孝氏来
阪ヲ機トシテ近畿公立図書館長協議懇談会

〔昭和16年〕 手書き 3枚 大阪府立図書館用箋

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-25 全国図書館綜合協議会 手書き 1枚

F-26 電報 マツムト 昭和19年 印刷 1枚 長田富作宛

F-28 十一月四日理事会〔メモ〕 手書き 1枚 大阪府立図書館用箋

F-32 〔電報〕 マツモト 昭和10年2月12日 印刷 1枚 長田富作宛

F-33 〔書簡下書き〕 〔長田富作〕 手書き 5枚
大阪府立図書館用箋。「勅令改正案の案文により奏任員数
を算出セルトキハ」とある。

袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

F-1 〔昭和10年大橋図書館開館カレンダー〕 財団法人大橋図書館 印刷 1枚

裏は「MEMO」と館内閲覧料金。同一物3部。他に「切取注
意」（7×5）（5×5）と「貴重」（9×6）。「大阪府立図
書館長　長田富作」の封筒に「大橋図書館」と記述された
ものにある。

F-2 名刺〔安井英二〕 印刷 1枚
表に「御礼」。裏にメモあり。

F-3 名刺〔高安六郎〕 印刷 1枚 表に「長田館長殿」とあるメモあり。

F-4 北村西望作小日向定次郎先生肖像
小日向先生還暦記念事業
会

昭和11年6月 印刷 1枚

F-5 出納部会　昭和十二年一月 手書き 2枚
「記」と記されたメモ2枚（20×45）（20×32）あり。大阪
府立図書館封筒にあり

F-6 犬鳴山七寶瀧寺本堂再建浄財勧進の疏
犬鳴山七寶瀧寺 法印覚
照

昭和11年 印刷 2枚

Fｰ15 内藤家政

5　その他

3　日本図書館協会
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袋番号 枝番 タイトル 制作者 年月日 記述法 頁 内容

Fｰ15 1 書簡 内藤治 昭和18年2月18日 手書き 1枚 長田富作宛

Fｰ15 2 書簡 内藤治 昭和18年2月2日 手書き 1枚 長田富作宛

Fｰ15 3 小田裁縫家事研究所〔概要〕 小田裁縫家事研究所 手書き 5枚

Fｰ15 4 〔財団法人設立〕第一次手続 手書き 3枚

Fｰ15 5 小田家政女学校又ハ小田裁縫女学校（案） 手書き 13枚

Fｰ15 6 小田裁縫家事研究所入所案内 小田裁縫家事研究所 印刷 1枚

F－24 東国と其後 きよ子 昭和6年11月 手書き 1冊

F－36 西村の君の親子の文通をよみて　五首 長田富作 手書き 1枚 短歌

F－37 土佐派大和絵源平盛衰期六枚折屏風一双 手書き 1枚

F－38 七宝瀧寺本堂再建寄進願下書き 手書き 2枚 書体・内容の違うもの1部ずつ

F－39 下書き 手書き 1枚

F－40 〔包紙〕 1枚

F－41 〔芳菲〕 1枚 包み

F－42
WORCESTER FREE PUBBLIC LIBRARY
BULLETIN

WORCESTER FREE PUBBLIC
LIBRARY

印刷 84頁

F－43 メモ 手書き 1枚

F－44 原稿箋（カード）目録 8枚

F－46 絵ハガキ 3枚
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-1 青田銀雄 3月30日 借用の朝鮮本『古文真宝』3冊返却 封書 自筆 封筒欠

G-2
文部省科学局調査課長　青戸精一（東京都
麹町区霞が関）

昭和19年6月29日 封書 封筒のみ

G-3 東京市立王子図書館秋岡梧郎 昭和17年1月18日カ 1月17日 公共図書館部会の意見、副部長人事の助言の礼 封書 自筆

G-4
東京市立王子図書館秋岡梧郎（東京市王子
区岸町）

昭和17年2月5日 2月4日
協会副部長人事について、富山加藤氏推挙、予め内諾
を得たく

封書 自筆

G-5 東京市立王子図書館秋岡梧郎 3月10日 3月9日 来る20日第一回公共図書館部会開催の件について 封書 自筆

G-6 東京市立王子図書館秋岡梧郎 6月7日 6月17日
協会理事辞任の慰留、理事推薦の断り、帝大図書館長
市河三喜氏に交代

封書 自筆

G-7 東京市立王子図書館　秋岡梧郎 10月26日 封書 自筆

G-8 岡山県西大寺高等女学校 秋山雅雄 昭和7年2月26日 2月26日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆
永杉寿秀1月16日発の長田宛。二女
就職先斡旋依頼の返事同封

G-9 朝日新聞大阪本社（北区中之島） 昭和19年7月2日 昭和19年7月3日 ハガキ

G-10 飯田稔甫（大阪市天王寺区大道） 昭和10年10月13日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）詠歌添書出陳の件 ハガキ 自筆

G-11 池田多助等発起人12名 昭和12年10月 広島高等師範恩師堀卓次郎謝恩金募集 印刷 封書 封筒欠、孔版

G-12 島根県立青年師範学校　石黒立（出雲市） 昭和19年6月5日 6月4日 封書

G-13 石山寺執事（大津市） 昭和15年1月11日 1月11日 ハガキ 自筆

G-14 和泉郷土文庫 昭和15年1月1日 リーフレット「小谷家展望」（昭和14年12月1日発行） 封書 印刷

G-15 一海弘道（京都市上京区紫竹梅ノ木町） 昭和12年12月27日 12月27日 史料調査の際の援助へのお礼 封書 自筆

G-16 市来崎慶一 4月25日
目録、『聖忠録』寄贈の礼状。及川大将への寄贈の分も
届けたところ、至極満悦。独逸特許の件、日独間に交通
便なく、役に立つことむつかしく・・・・

封書 自筆 封筒欠、便箋6枚

G-17 大阪高等学校　市村其三郎 昭和10年10月14日 10月14日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）自費出版出陳の件 ハガキ 自筆

G-18 一柳信之丞（大阪市東淀川区国次町） 昭和10年10月28日
昭和拾年拾月中拾八
日

佐久良東雄先生遺墨展に短冊拾枚、軸一幅出品＊大
阪府立図書館長宛

封書 自筆 佐久良東雄先生遺墨展

G-19 伊藤純一郎（豊中市南轟木） 昭和12年3月12日 昭和12年3月12日 娘すみこ図書館閲覧の礼 ハガキ 自筆 絵ハガキ（榊原紫峰画「秋晴」）

G-20 伊藤由三郎（大阪市北区曽根崎）
『銀行法律問題大完』？（543.2/53#）発刊の辞執筆依
頼に関する件

封書 自筆 封筒欠

長田富作資料

＜書簡の部＞

長田富作宛

青田銀雄

青戸精一

秋岡梧郎

秋山雅雄

朝日新聞大阪本社

飯田稔甫

池田多助

石黒立

石山寺執事

和泉郷土文庫

伊藤由三郎

稲葉岩吉

一海弘道

市来崎慶一

市村其三郎

一柳信之丞

伊藤純一郎
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-21 稲葉岩吉（京城和泉町官舎） 昭和10年3月28日 三ノ二三 内藤湖南展不参加、目録希望 封書 自筆

G-22 井上五七（京都市左京区岡崎） 昭和4年9月23日 年代便覧100部代金問い合わせ 往復ハガキ 自筆

G-23 ゐのくま生（山科寺西町） 昭和14年1月15日 15日朝
『明月記』土橋氏の分は、安貞の節、八月、九月のニケ
月のものに候。

ハガキ 自筆

G-24 猪熊信男（京都市東山区） 昭和14年12月9日 12月9日夜 会議により貸出不可の旨あり 封書 自筆

G-25 ゐのくま生（京山科） 判読不能 11日
15日朝東京へ出発、近衛家展を観覧、宮内省にて類聚
国史など閲覧予定。宿泊は第一ホテル。

ハガキ 自筆

G-26 宮内省図書寮御用掛猪熊信男（在・東京） 昭和14年12月18日 12月17日夜11時
東京帝室博物館より、『真福寺本古事記』の大阪図書館
への持ち出し許可あり。

封書 自筆
封書表に「博物館寄託中のもの拝借
手続在中」と記載。第一ホテル用箋
の追伸あり。

G-27 ゐのくま生（東京第一ホテル） 昭和14年12月23日 23日
今夜帰洛、25日は林丘寺へ本とりに行き、27日終日恩
賜博物館にも行く予定

ハガキ 自筆

G-28 ゐのくま生（京） 昭和14年12月25日 24日夜 『勅版職原事抄』仮補御出来にて候 ハガキ 自筆

G-29 ゐのくま生 昭和14年12月25日 24日夜
史料大成第36冊巻頭に大谷大学山田文昭師本が掲
載。

ハガキ 自筆

G-30 ゐのくま生（京山科） 昭和14年12月26日 26日
今村順蔵氏よりの『職原抄』の尋ねについて、新村博士
に電話をかけ尋ねること。

ハガキ 自筆

G-31 ゐのくま生（京山科） 昭和15年1月22日 22日朝 目録の誤植訂正。「曼殊院が曼珠院となり・・」 ハガキ 自筆
G-33 猪熊信男（京都市山科） 昭和15年2月8日 6月7日 11日紀元節在邸、此日ならば御来駕好都合。 ハガキ 自筆

G-34 猪熊信男（京都市東山区） 昭和15年2月10日 2月9日夜
9日来訪の節聖鷹氏古書籍調査のため留守、15日図書
館訪問、のち大原孫三郎氏入札に参加。

封書 自筆

G-35 ゐのくま生（京山科） 昭和15年2月16日 16日 昨日御優待感謝、美術倶楽部入札。 ハガキ 自筆
G-39 猪熊信男（京都山科） 昭和16年3月27日 26日夜 内務省図書目録作成のために上京 封書 自筆
G-40 猪熊信男（京都山科） 昭和16年3月29日 29日 内務省図書目録作成状況の報告

G-41 猪熊信男（香川県白鳥本町） 昭和19年3月5日 昭和19年3月5日夕 ご来臨の礼。 封書 自筆
19年3月14日ハガキ同封。車折神社
の所蔵は六韜ではなく三略（訂正）

G-32 猪熊信男 昭和15年1月30日 29日 ハガキ 自筆
G-36 猪熊信男（京都東山七条） 昭和15年4月24日 24日 封書 自筆
G-37 ゐのくま（京山科） 昭和15年9月24日 22日 ハガキ 自筆
G-38 いのくま 昭和15年11月27日 26日 ハガキ 自筆

G-42 ゐのくま生（京東山山科） 12月10日 12月9日夜
社寺課長（？）に、府立の件言い忘れたので、書簡をだし
た。

ハガキ 自筆

G-43 ゐのくま 封書 自筆 封筒欠。

G-44 彙文堂書荘（京都市中京区寺町通丸太町） 郵便別納料金 封書
封筒のみ、「決戦僚爻」の毛筆メモ書
きあり

G-45 富山県立富山高等女子師範学校 今井秀一 昭和7年2月26日 2月26日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-46
日本図書館協会図書館用語統一調査委員
会　委員長　今澤慈海（東京市神田区駿河台
図書館内）

昭和9年10月5日 昭和9年10月
用語統一のために閲覧関係用紙類、閲覧規則、庶務規
程等の提供の願い

書簡 印刷

G-47 今西嘉蔵（兵庫県有馬郡） 判読不能 昭和12年8月16日 書庫建設につき業者紹介願い 封書 自筆 「三田中学校」用箋
G-48 今西嘉蔵 昭和15年10月6日 昭和15年10月6日 佐藤某氏就職の件 封書 自筆

G-49
入江昌喜事績顕彰会（大阪市阿倍野区橋本
町）

昭和19年5月13日 昭和19年5月10日 封書

G-50 色川俊次郎（大森区新井宿） 昭和10年10月14日 10月13日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）所持出陳せず ハガキ 自筆

G-51 東洋文庫岩井大慧（東京市本郷駒込） 判読不能 昭和16年7月26日 撮影許可の礼、京都大学図書館での報告。 封書 自筆 「東洋文庫」用箋

井上五七

猪熊信男

彙文堂書荘

今井秀一

今澤慈海

入江昌喜事績顕彰会

色川俊次郎

岩井大慧

今西嘉蔵

16



本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-52 岩井武俊（京都市下鴨） 昭和15年1月23日 1月22日 「国史善本展」の礼 封書 自筆
G-53 岩井武俊（京都市下鴨泉川町） 昭和17年9月3日 9月3日 南方渡海展の案内礼状 封書 自筆

G-54 大阪府立今宮中学校長岩橋繁雄 昭和16年3月1日 2月28日 プール寄付金、『十七条憲法』、法隆寺管長講和の受領 封書 自筆

G-55 上田駿一郎 9月4日 昨秋九州旅行の俳日記寄贈 封書 自筆 封筒欠

G-56 朝日新聞社　上野精一（大阪市北区中之島） 昭和12年12月28日 昭和12年12月28日 礼状 封書 自筆

G-57 厚生大臣官房総務課　上野吉兼 昭和19年6月6日 昭和19年6月 ハガキ

G-58 植村亭一（広島市白鳥） 昭和10年2月3日 2月3日 大阪近辺でも就職依頼＊履歴書同封 封書 自筆

G-59 横浜市図書館長鵜澤忠 5月2日 封書

G-60 内海景清（大阪市天王寺区） 昭和10年3月3日 3月3日
生野高女校長宮田氏との面会報告（礼状　長田氏紹
介）

封書 自筆

G-61 内海景晋（大阪朝日新聞） 昭和10年2月26日 昭和10年2月16日 近畿図書館会の件、上野承諾。 封書 自筆 朝日新聞封筒、用箋使用。
G-62 内海景晋（大阪天王寺区細工谷町） 昭和10年3月18日 17日 文楽座の件について、土佐太夫からの返書について 封書 自筆
G-63 内海景晋（天王寺細工谷町） 昭和10年5月14日 13日夜 文楽座観覧券2枚承諾 封書 自筆
G-64 内海景晋（大阪市天王寺区） 昭和12年12月1日 12月1日 長田氏への返信。上野氏の件 書簡 自筆
G-65 内海景晋 〔昭和12年〕12月18 18日 文選の件ほか 書簡 自筆 封筒欠
G-66 内海景晋（大阪市天王寺区） 昭和13年1月9日 1月9日 上野本文選の件 書簡 自筆 長田館長による返信下書き同封
G-67 内海景晋（大阪市天王寺区） 昭和13年2月14日 2月14日 手紙の礼、文選の複写と斯波氏のこと等 書簡 自筆 長田自宅宛

G-68 内海景晋（大阪市天王寺区） 昭和13年4月7日 7日 依頼した特許に関する件 書簡 自筆
捺染機械の特許についてのメモ（2
通）。

G-69 内海景晋（大阪市天王寺区） 昭和13年4月17日 4月17日 先の特許に関する件の続き 書簡 自筆
G-70 内海景晋（大阪市天王寺区） 昭和16年1月4日 1月4日 館訪問時の礼 封書 自筆
G-71 内海生（北区中之島朝日新聞社） 17日 ハガキ 自筆

G-72 江崎政忠（鴻池家） 9月13日 粟野秀穂君紹介 封書 自筆
G-73 政忠 『調査報告書 第4輯』返却 封書 自筆 封筒欠

G-74 及川弥平（福島市曽根多） 昭和7年8月19日 8月19日 残暑見舞い、富子の就職先訪ね ハガキ 自筆

G-75
大阪朝日新聞社東亜部　大井二郎 （豊能郡
豊中町）

昭和8年8月25日 8月25日 調査協力のお礼 封書 自筆

G-76 大河原壽（兵庫県川辺郡稲野村） 昭和13年3月25日 3月24日 埋骨式の出欠問合せ　封筒入 書簡 自筆

G-77
大阪朝日新聞社社会事業団　（杏文社玉樹
安造）

昭和9年11月30日 昭和9年12月1日 12月1－3日の古書即売会併設の稀書展に出品願い 封書 印刷
「大阪古書籍即売会聯合会」封筒使
用

G-78 大阪市立育英図書館 昭和19年5月26日 封書

G-79 大阪文化施設協会（大阪市北区中之島） 昭和19年6月1日 昭和19年6月1日 封書

G-461 大須観音宝生院（名古屋市中区） 昭和10年10月12日 10月12日 メモ在中「江崎氏へ回送分百八十八名・・」のメモ在中 封書 自筆
参考員中島清一、院代鈴木快聖とあ
り

G-80 大谷繁次郎 10月31日 同封の明治5年大阪府告示に対する所感 自筆 半紙に謄写刷り。封筒欠

岩井武俊

岩橋繁雄

上田駿一郎

上野精一

上野吉兼

及川弥平

大井二郎

大河原壽

大阪朝日新聞社社会事業団

大阪市立育英図書館

植村亭一

鵜澤忠

内海景清

内海景晋

江崎政忠

大阪文化施設協会

大須観音宝生院

大谷繁次郎
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-81
市立函館図書館・函館共愛図書館長岡田健
蔵

昭和15年2月11日 ハガキ 自筆

G-82
大阪商船株式会社社長岡田米太郎（大阪市
北区宗是町）

昭和18年4月28日 4月28日 高千穂丸遭難の見舞いに対する礼状 封書 印刷

G-83 丁子油屋　岡村槐軒（堺市向陽町） 昭和10年6月6日 寄贈申し出 ハガキ 自筆
G-84 丁子油屋　岡村平兵衛（槐軒）（堺市向陽町） 昭和10年8月9日 9日 寄贈申し出と会見願い 書簡 自筆

G-85 小川季四郎（兵庫郡魚崎町） 昭和8年8月28日 8月27日 残暑見舞い ハガキ 自筆

G-462 奥田○○(鹿児島県立図書館） 5月21日 館見学の礼 ハガキ 自筆 写真（鹿児島県立図書館）

G-86 住友合資会社 小倉正恒（大阪市東区北浜） 2月2日 館長就任祝いの案内 封書 自筆

G-87 長田寛之（京都） 昭和16年2月11日 2月11日 訪問の礼状 ハガキ 自筆 絵葉書（京都市記念動物園丹頂鶴）

G-463 乙部泉三郎（県立長野図書館） 昭和12年12月23日 昭和12年12月23日
中央図書館長会議に提示の「公立図書館司書奏任官
待遇に関する『調査』」について

封書 自筆

G-88 乙部泉三郎（県立長野図書館） 昭和18年5月8日 5月8日 中央図書館長会議の件について 封書 自筆 △三通綴じ

G-89 小野清彦（大阪府北河内郡枚方町） 昭和19年5月29日 5月29日 封書

G-90 小原外幹（金沢市桜畠） 昭和10年3月6日 3月3日 知人の就職斡旋依頼、履歴書同封 書簡 自筆 封筒の日付3月5日

G-91 大阪毎日新聞学芸部　甲斐 昭和13年6月2日 館訪問の御礼 ハガキ 自筆

G-464 学習院 昭和10年10月22日 昭和10年10月22日 「佐久良東雄展」乃木希典書出陳不可 封書 自筆 学習院用箋

G-92 片岡長信 11月21日 弘川寺（南河内郡河内村）住職ご紹介 書簡 自筆 名刺同封

G-93 片山謙二（西宮市仁川百合野） 昭和18年5月16日 昭和18年5月16日
片山清吉著『蒸気タービン』の「著作権にかかわる始末
書」

封書 自筆 付：関連、清吉自筆書簡

G-94 加藤栄（八戸） 昭和15年2月11日 2月11日 ハガキ 自筆

G-95
釜山公立中学校元校長　加藤常次郎（京都
市左京区銀閣寺）

昭和7年7月14日 14日 知人の就職斡旋依頼、学業証明書、写真一葉同封 書簡 自筆

G-465 諦見（高野山中院龍光院） 昭和6年7月17日 7月16日 『年代便覧』の礼状 封書 自筆
G-358 中院諦見（高野山） 昭和10年3月20日  招待の礼 ハガキ 自筆
G-359 紀州高野山龍光院加藤諦見 昭和10年4月1日  恭仁山荘善本展目録受領の礼 ハガキ 自筆
G-360 高野山中院加藤諦見 昭和15年1月28日 昭和15年1月21日 封書 印刷

G-96 加藤虎之亮（東京市淀橋区西大久保） 昭和13年2月10日 2月9日 重友氏、資料閲覧の便宜依頼 書簡 自筆
G-97 加藤虎之亮（東京市西大久保） 昭和13年2月18日  封筒のみ
G-98 加藤虎之亮（東京市淀橋区西大久保） 昭和13年3月13日 昭和13年3月13日 礼および重友氏紹介 書簡 自筆
G-99 加藤虎之亮（東京市淀橋区西大久保） 昭和13年3月19日 昭和13年3月19日 見舞い等の礼 書簡 自筆

G-100 加藤虎之亮（東京市淀橋区西大久保） 昭和13年3月22日 昭和13年3月22日 重友氏の件の礼と近況 書簡 自筆
G-101 加藤虎之亮（東京市淀橋区西大久保） 昭和13年10月28日 昭和13年10月28日 『郷土先儒遺著聚英』受贈の礼 書簡 自筆

岡村平兵衛

小川季四郎

奥田

小倉正恒

長田寛之

岡田健蔵

岡田米太郎

片岡長信

片山謙二

加藤栄

加藤常次郎

加藤諦見

乙部泉三郎

小野清彦

小原外幹

甲斐

学習院

加藤虎之亮

加藤宗厚
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-102 加藤宗厚（東京上野帝国図書館内） 昭和9年4月2日 会見の礼状 ハガキ 自筆
G-103 加藤宗厚（富山県立図書館長） 昭和18年5月7日 昭和18年5月7日 中央図書館長会議の件について 封書 自筆 △三通綴じ

G-104 香取秀真（東京市外田端） 昭和4年7月8日 昭和4年7月7日 年代便覧の礼 ハガキ 自筆

G-105 埼玉県立本庄中学校長 金子道啓 昭和7年2月24日 2月24日 私信（同郷の知人，二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-106 上方郷土研究会（大阪市西成区南吉田町） 封筒のみ

G-107 亀田正（全州） 昭和12年9月27日 9月27日 銭貨志についてのレファレンス等 ハガキ 自筆

G-108 川崎南郎（津市） 昭和11年1月8日 1月8日 私信 ハガキ 自筆

G-109
東京文理科大学学生　川瀬一馬（岡山市小
橋町　 田中三郎方）

昭和4年8月27日 昭和4年8月26日 府立図書館長宛書簡「干支年号表」寄贈依頼 書簡 自筆 封筒の日付8月25日。今井貫一宛

G-110 川瀬一馬（岡山市小橋町　田中三郎方） 昭和4年8月29日 昭和4年8月29日 「年代便覧」受取りの礼と追加購入希望 書簡 自筆
G-111 川瀬一馬（東京市小石川区宇津木方） 昭和6年9月14日 9月13日 長田氏著書についての私見等 書簡 自筆

G-112 菊池勝之助（宮城県図書館長） 昭和18年5月11日 日付なし 中央図書館長会議の件について 封書 自筆 △三通綴じ

G-113 岸江憲一 昭和13年1月29日 1月28日 ベルリンより 書簡 自筆

G-466
岸本憲明・神幸生（広島文理科大学附属図
書館）

5日 館見学の礼 封書 自筆

G-114 喜田亀太郎（南河内郡黒山村） 昭和9年2月23日 1月23日 長田氏依頼の知人就職先斡旋不調の件 書簡 自筆

G-115 北畠貞顕（京都市左京区永観堂町） 昭和16年11月30日 11月丗日

記念品受領の礼状送付の報告＊京都帝国大学司書官
竹林熊彦・大阪府立図書館長長田富作より近畿図書館
協議会会員宛「京都府立図書館長退職記念品費募集
趣意書」（封書）と礼状同封

G-116 宮内省図書寮　橘井清五郎 昭和9年11月29日 1月28日 館訪問の際の礼 書簡 自筆
G-117 宮内省　図書寮　橘井清五郎 昭和10年10月25日 10月24日 展覧会に寄れなかった詫びと目録受領の礼 書簡 自筆
G-118 橘井清五郎 昭和12年6月9日 6月8日 満州到着のしらせ ハガキ 自筆

G-119 橘井清五郎（東京世田谷） 昭和19年6月23日 ハガキ

G-120 文部大臣木戸幸一 昭和13年5月3日 食事会招待 封書 印刷

G-467
木村百樹（県社英賀神社々司　兵庫県飾磨
町）

昭和12年3月18日 3月15日 恵我の地名について 封書 自筆
神社用箋　附・『県社英賀神社由緒』
『天然記念物神木影向の竹柏の記』

G-468 九州帝国大学区図書館 昭和8年4月12日
4月4日付の大阪府立図書館貸出図書送付状（府立図
書館用箋）

封書 自筆 封筒のみ、付8年4月2日付封書

G-121
大阪府立夕陽丘高等女学校 清香会長 桐谷
岩太郎

昭和16年4月21日 昭和16年4月20日 創立35周年祝賀会への招待状 封書 印刷

G-469 金晋變（京城帝国大学附属図書館） 4月7日 4月7日 館見学の礼 封書 自筆

G-122 熊原政男（神奈川県庁） 昭和11年11月1日 11月1日 館訪問の礼状 ハガキ 自筆

岸本憲明

亀田正

川崎南郎

川瀬一馬

菊池勝之助

岸江憲一

香取秀真

上方郷土研究会

金子道啓

九州帝国大学区図書館

桐谷岩太郎

金晋變

熊原政男

喜田亀太郎

北畠貞顕

橘井清五郎 

木戸幸一

木村百樹
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-123 栗田元次（広島市上流川町） 昭和10年3月19日 3月19日 恭仁山荘善本展招待の礼と目録寄贈依頼 ハガキ 自筆

G-124 行啓記念山口県立山口図書館長 厨川肇 3月5日 3月5日 館訪問の礼状 封書 自筆

G-125 神戸大丸企画部（神戸市神戸区明石町） 昭和19年3月 昭和19年3月1日 封書 封筒のみ

G-126 大阪府庁郡山難吉（カ） 昭和16年1月17日 1月16日夜 地理書送付の礼、東洋史関連書入手の予算の件

G-127
故財津愛象君遺児教育資金募集発起人（大
阪市東区豊後町懐徳堂内）

昭和7年8月26日 昭和7年8月24日 故財津愛象君遺児教育資金募集始末報告書 封書 印刷

G-128 小谷方明（泉北郡上神谷村） 昭和10年7月16日 7月15日 『和泉国村々名所旧蹟』解題執筆の催促 書簡 自筆

G-470 小谷方明（大阪府泉北郡上神谷村） 昭和10年8月22日 8月21日
和泉村検知についての調査報告　付・和泉郷土文庫用
箋による禄高記載3枚

封書 自筆

G-129 小谷方明 昭和10年8月29日 8月28日 解題執筆のお礼 書簡 自筆

G-130 和泉郷土文庫　小谷方明（泉北郡上神谷村） 昭和13年2月7日 2月7日 文庫目録題字揮毫のお礼 書簡 自筆

G-131 児玉孝顕（大阪府泉北郡濱寺町） 8月26日 図書拝借の礼状 封書 自筆 名刺同封

G-132
財団法人陽明文庫総裁　近衛文麿（京都市
右京区宇多野）

昭和17年10月9日 昭和17年10月 陽明文庫所蔵品展観案内 書簡 印刷

G-133
大阪市立電気科学館長　小畠康郎（大阪市
西区西長堀）

昭和19年6月8日 昭和19年6月7日 封書

G-134 小林英純（東淀川区） 昭和13年5月16日 昭和13年5月15日 4月分俸給受取りの礼など。元職員 書簡 自筆

G-135 小林勝正（三重県員弁郡稲部村） 昭和19年3月31日 封書

G-136 小宮山雄介（岡山市） 〔昭和11年〕1月13日 1月12日 病気見舞い手紙の礼と経過報告。職員 書簡 自筆
G-137 小宮山雄介（岡山市） 昭和11年1月20日 1月19日 明日退院し、静養後帰阪出勤予定のこと。職員 ハガキ 自筆

G-138
小山隆（東京市麹町区霞ヶ関文部省文化施
設課）

8月3日 貴館司書優遇策について内閣等と折衝中 封書 自筆

G-139 小山利介（神戸市兵庫区湊町） 昭和10年10月21日 10月21日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）短冊出陳の件 ハガキ 自筆

G-140 西園寺公望執事（静岡県興津町） 昭和10年3月31日 3月30日  恭仁山荘善本展目録受領の礼 書簡 自筆

G-141 佐伯有義 （東京市淀橋区） 昭和10年11月28日 11月28日 館訪問の際の礼 書簡 自筆

G-142 官幣大社三島神社宮司　佐伯芳彦 昭和16年8月10日 8月11日 資料調査の依頼 書簡 自筆

G-143
故瀧尻與三吉君遺児教育資金募集発起人
坂井鉄太郎（石川県輪島町）

昭和7年9月 報告書、礼状 封書 印刷

G-144
市立名古屋図書館長阪谷俊作（名古屋市昭
和区鶴舞公園内）

昭和18年10月15日 昭和18年10月15日 開館20周年記念式典来臨・祝辞の礼状 封書 自筆

G-145 大阪市長　坂間棟治（大阪市北区中之島） 昭和19年6月 封書

栗田元次

児玉孝顕

近衛文麿

小畠康郎

小林英純

厨川肇

神戸大丸企画部

郡山難吉（か）

故財津愛象君遺児教育資金募集発起人

小谷方明

佐伯有義

佐伯芳彦

坂井鉄太郎

阪谷俊作

坂間棟治

小林勝正

小宮山雄介

小山隆

小山利介

西園寺公望執事
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G-146 大阪市長　坂間棟治（大阪市北区中之島） 昭和19年6月 封書

G-471
佐々憲三（京都帝国大学阿武山地震観測
所）

昭和11年3月19日 阿武山地震観測所の案内 ハガキ 印刷
「昭和11年2月21日奈良県地震の記
録」絵ハガキ

G-147
国粋同盟総裁 衆議院議員　笹川良一(東京
市赤坂区)

昭和18年7月 山本元帥遺墨複製，送付状 封書 印刷

G-148 鹿田松雲堂書店 封書 封書のみ

G-149 重友毅（東京市外吉祥寺） 昭和13年3月17日 3月17日 便宜の礼 書簡 自筆
G-150 重友毅（東京市外吉祥寺） 昭和13年3月22日 3月22日 礼および館訪問の日時連絡 書簡 自筆
G-151 重友毅 3月14日 資料閲覧願い 封書 自筆 封筒欠。加藤虎之亮氏による紹介状

G-152 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和12年11月11日 11月10日 館訪問の際の礼 書簡 自筆
G-153 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和12年11月25日 11月25日 上野氏所蔵文選閲覧の便宜依頼 書簡 自筆
G-154 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和12年12月3日 12月3日 文選閲覧の日程調整ほか 書簡 自筆
G-155 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和12年12月7日 12月7日 文選閲覧の日程調整つづきと礼 書簡 自筆

G-156 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和12年12月21日 12月21日 礼と24日上阪のこと 書簡 自筆
封筒入 。上野氏から内海氏への連
絡メモ同封

G-157 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和13年2月18日 2月18日 文選写真本閲覧の礼、内海氏への礼など 書簡 自筆
G-158 斯波六郎（広島市皆実町） 昭和15年2月6日 2月6日 国史展覧目録の御礼 封書 自筆

G-159 芝川又四郎（大阪市東区伏見町） 昭和13年7月26日 昭和13年7月27日 忌明けのあいさつ 封書 自筆 長田館長による礼状の下書きも同封

G-160 柴田（東京） 昭和12年6月25日 6月24日 『孝経善本集影』受領の礼 ハガキ 自筆

G-161 柴田和夫（東京都中野区桃園町） 昭和18年10月14日 昭和18年10月14日 故父善三郎忌明礼状 封書 印刷

G-162 渋江武 昭和15年1月20日 1月20日 国史展観覧の礼 ハガキ 自筆

G-163 国立清華大学図書館主任 朱自清 1936年5月27日 漢文 “国立清華大学図書館主任之章”押印 書簡 自筆 国立清華大学図書館用箋
G-164 国立清華大学図書館長 朱自清 6月6日 「蒋山傭残稿」写真撮影の件 封書 自筆

G-165 晋焱鐘（東京市中野区） 昭和7年11月22日 昭和7年11月22日 内閣書記官長への紹介状依頼 書簡 自筆

G-236 広島文理科大学　新見吉治 昭和4年5月29日 5月29日 年代便覧の件 ハガキ 自筆
G-237 広島文理科大学　新見吉治 昭和4年6月24日 6月23日 年代便覧送付依頼と誤字訂正 書簡 自筆
G-238 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和4年7月9日 7月9日 年代便覧の件 ハガキ 自筆
G-239 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和8年11月2日 11月1日 礼状 書簡 自筆
G-240 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和9年1月24日 1月24日 館訪問の際の礼と卒業生の採用願 書簡 自筆
G-241 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和9年9月25日 風水害被害お見舞い ハガキ 自筆
G-242 新見吉治 昭和10年3月31日 3月31日 恭仁山荘善本展覧目録の礼 ハガキ 自筆
G-243 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和10年5月7日 5月6日 特許発明に関する図書展覧目録の礼 ハガキ 自筆
G-244 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和10年10月25日 真福寺善本展覧目録の礼 ハガキ 自筆
G-245 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和11年11月9日 封筒のみ
G-246 新見吉治（広島市八丁堀） 昭和13年10月20日 10月20日 郷土先儒遺著展覧目録の礼 ハガキ 自筆

G-247 新見吉治 11月9日 封書 自筆
封筒欠。昭和11年11月8日付の小
野政彦から新見宛の書簡あり。

G-248 新見吉治 11月11日 封書 自筆
封筒欠。昭和11年11月10日付の小
野政彦から新見宛の書簡あり。

芝川又四郎

柴田

柴田和夫

渋江武

朱自清

佐々憲三

笹川良一

鹿田松雲堂書店

重友毅

斯波六郎

晋焱鐘

新見吉治 

新見先生還暦祝賀会発企人
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G-249
新見先生還暦祝賀会発企人（広島市千田
町）

昭和10年11月10日
「新見博士還暦祝賀会」案内、「新見先生還暦祝賀会醵
金者芳名簿」および「新見博士肖像画」、新見吉治の礼
状ハガキ（11月25日消印）同封

書簡 印刷

G-472 鈴鹿生・山鹿誠之助 昭和9年10月19日 10月19日 「故内藤湖南遺書」の展示について 封書 自筆
G-166 鈴鹿三七（京都市吉田本町） 昭和10年3月24日 3月23日  恭仁山荘善本展招待の礼と訪問予定日 ハガキ 自筆
G-167 鈴鹿三七（京都吉田本町） 昭和16年1月11日 1月11日 国史展覧図録の御礼 封書 自筆
G-168 鈴鹿生（京都市吉田本町） 昭和16年1月23日 1月23日 著作『十七条憲法』寄贈の礼 ハガキ
G-169 鈴鹿生（京都市吉田本町） 昭和16年1月26日 　　　　正月26日 著作『十七条憲法』寄贈の礼

G-170 薄恕一（布施市） 昭和17年2月26日 昭和17年2月26日 館内見学と優待券の礼
『資治通鑑』用紙使用、薄氏の名刺
同封（17．2.23スタンプ押印）

G-171 宮城県角田高等女学校　鈴木壽 昭和15年5月 女学校長就任届。 印刷 自筆 封筒欠。
G-473 鈴木壽（宮城県角田高等女学校） 昭和15年5月 角田女学校長就任あいさつ状 ハガキ 印刷 ハガキのみ、封書なし

G-172 京都府庁　鈴木登 昭和11年6月5日 6月5日 挨拶状 絵ハガキ 自筆
G-173 京都府庁　鈴木登 昭和11年11月4日 11月4日 過日会見の際の礼 絵ハガキ 自筆

G-174
『図書館雑誌』編輯部 鈴木〔賢祐〕（東京帝国
大学附属図書館内）

昭和16年3月12日 昭和16年3月12日 今井翁一周忌への原稿依頼 書簡 自筆

G-175
『図書館雑誌』編輯所 鈴木賢祐（東京帝国大
学附属図書館内）

昭和16年3月27日 3月27日 先の不手際の詫びと原稿再依頼 書簡 自筆

G-176 鈴木安兵衛（横浜市磯子区） 昭和5年7月5日 昭和5年7月5日 「年代便覧」1部寄贈願い 郵便書簡 自筆

G-177 群馬県立前橋高等女学校長 鈴木勇次郎 昭和7年2月26日 2月26日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-178 関菊治 昭和12年4月16日 4月16日 私信 絵ハガキ 自筆

G-179
日本セルロイド時報社主幹　関戸力松（大和
生駒郡富雄）

昭和19年6月25日 昭和19年6月24日 ハガキ

G-180
外国特許研究会関東支部「関谷恒通」（東京
市世田谷区世田谷）

昭和19年3月7日 3月6日
外国特許研究会解散の件につき、抗議。研究会員を図
書館員に雇用する件についても応じ兼ねる。歩合制、月
給制でも東京滞在許可を・・・・

封書 自筆
封書差出人「関谷恒通」のみペン書
き、あとは印刷、速達便封筒表「至急
親展」とあり。関東支部用箋

G-181 孫桓均 昭和13年5月7日 昭和13年5月6日 書簡 自筆

G-182 大丸宣伝部（京都市四条高倉） 昭和19年6月8日 封書 封筒のみ

G-183 高城昇・富増修（宇治山田市外神宮文庫） 昭和15年1月22日 1月22日 展覧会観覧の礼 ハガキ 自筆

G-474 高志淨観（南河内郡河内村弘川寺） 昭和12年10月5日 10月初5 『河内摭古小識』「弘川寺」の項についての問い合わせ 封書 自筆
G-475 淨観（南河内郡河内村弘川寺） 昭和12年10月9日 10日 上記に対する回答の礼 ハガキ 自筆

G-184
高島尋常高等小学校（長野県諏訪郡上諏訪
町）

昭和4年8月29日 年代便覧65冊注文 ハガキ 自筆

G-185 高田豊三郎（大阪市住吉区桑津町） 昭和16年4月30日 昭和16年5月1日 採用願と履歴書 書簡 自筆

G-186 高津範（淀橋区下落合） 昭和15年1月22日 21日 展覧会開催は有意義 ハガキ 自筆

鈴木壽

鈴木登

鈴木賢祐

鈴木安兵衛

鈴木勇次郎

鈴鹿三七

薄恕一

高城昇

高志淨観

高島尋常高等小学校

高田豊三郎

高津範

関菊治

関戸力松

関谷恒通

孫桓均

大丸宣伝部
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G-187 尾道市立図書館・高橋清次郎 昭和15年8月27日 8月26日 館内見学の礼、特許公報等に感心 ハガキ 尾道風景絵葉書

G-188 高松逡郎（兵庫県明石郡垂水町） 昭和8年7月18日 7月18日 工業高校での在校生、就職斡旋依頼 書簡 自筆

G-189
日本図書館理事長　高柳賢三（東京市麹町
霞ヶ関 文部省内）

昭和17年9月15日 9月17日
9月22日理事会開催通知および出欠返信用ハガキ（未
送付）

書簡

秋岡梧郎氏の書簡同封。「公共図書
館部会の強化・中央図書館分科会，
都市図書館分科会設置の組織原案
の作成依頼と組織に関する委員会出
席の案内について」（9月15日付）

G-190 瀧川規一（第三高等学校） 昭和12年7月15日 館訪問の礼、P.D.Perkins氏の礼状同封 書簡 自筆

G-191 武内義雄（仙台市元柳町） 昭和8年10月11日 原稿の校正依頼 書簡 自筆

G-192 伊達 昭和8年11月15日 11月15日 “其後中央図書館問題如何ご進捗にや…” ハガキ 自筆 伊達友俊か。神戸市立図書館長

G-193 伊達友俊君慰労会発起人一同 昭和13年5月27日 昭和13年5月27日
伊達友俊（元神戸市立図書館長）病気退職に際しての
醵金お礼，「醵金者芳名」、伊達友俊氏本人の礼状同封

封書 印刷・自筆

G-194 谷馨（大阪市西成区） 昭和13年2月 （西華女学校）退職の挨拶 封書 印刷
封筒欠。裏面「出雲風土記」等メモあ
り（長田筆か）。

G-195 玉井敬泉（金沢市十三間町） 昭和15年2月17日 2月17日
昨冬の「神皇正統記」の教示および、「国史善本展」目録
寄贈の礼

封書 自筆

G-196 玉井弥平（東京市豊島区） 昭和16年3月19日 19日 間宮不二雄に所望した『十七条憲法』の礼 ハガキ

G-197 沈承弼　（京城府） 昭和4年9月22日 9月22日 封書 封筒のみ、手紙欠

G-198 青森県立木造中学校地歴科主任　津田正志 昭和5年11月30日 11月31日 年代便覧の購入について ハガキ 自筆
G-199 青森県立木造中学校　津田正志 昭和5年12月17日 年代便覧の礼 ハガキ 自筆 年代便覧12月21日荷送のメモ書き

G-200 出口米吉（大阪市西淀川区大仁元町） 昭和10年1月13日 1月12日 礼状 書簡 自筆

G-201 寺澤（神戸市湊東区大倉山） 昭和13年2月13日 2月13日 東雄歌集拝受の礼 ハガキ 自筆 寺澤智了か。

G-202
神戸市立図書館　寺沢智了（神戸市湊東区
大倉山）

6月28日 ハガキ

G-203 同窓並母校学園関係出征将士後援会 昭和15年5月 醵金願。振込票同封 書簡 印刷

G-204
同窓並母校学園関係出征将士後援会（東京
都渋谷区）

昭和19年3月 呼びかけ文と振込み用紙 封書

G-205
頭山満，大竹貫一，佃信夫，葛生能久，末永
一三（東京市麹町区永田町）

昭和15年11月6日 昭和15年10月27日 憲法擁護の檄 封書 印刷

G-476 東洋文庫（東京市本郷区駒込） 昭和11年10月27日 昭和11年10月27日
北平精華大学図書館写真複製希望の件について＊『蒋
山傭残稿』等複写の件

封書 自筆 付：大阪府立図書館よりの返信

G-206 戸隠神社社務所（長野県上水内郡戸隠村） 昭和15年2月3日 2月1日 展覧会目録・年代便覧の御礼 ハガキ 自筆

G-207 徳富猪一郎（東京市大森） 昭和15年2月14日 ハガキ 印刷

伊達

伊達友俊君慰労会発起人一同

谷馨

玉井敬泉

玉井弥平

高橋清次郎

高松逡郎

高柳賢三

瀧川規一

武内義雄

東洋文庫

戸隠神社社務所

徳富猪一郎

沈承弼

津田正志

出口米吉

同窓並母校学園関係出征将士後援会

頭山満

寺沢智了
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G-208 〔戸田〕豊三郎 昭和10年7月8日 私信 ハガキ 自筆
G-209 戸田豊三郎（広島市東平塚町） 昭和16年1月20日 1月19日 近況報告 封書 自筆
G-210 青山師範学校　戸田豊三郎（東京府） 10月20日 ハガキ 自筆

G-211
三菱銀行梅田出張所 富田寿男（北区曾根崎
中）

4月2日 第13回同期生会の案内状 封書 自筆

G-212 鳥飼生駒（平壌） 昭和8年10月22日 館長就任のお祝い ハガキ 自筆

G-213 内藤治（熊本市下通町） 昭和16年 2月8日 放送（12月23日）記録雑誌寄贈の礼

G-214 内藤乾吉（京都市上京区相国寺） 昭和9年7月27日 昭和9年7月26日 忌明けの挨拶状 書簡 印刷

G-215 中井木莵麻呂（京都市左京区田中大堰町） 昭和15年1月22日 1月21日 「国史展覧会」足疾のため不参 ハガキ 自筆

G-477 中垣正光（高知高等学校） ７月初七
明治22年7月十津川洪水についての「朝日新聞」の記事
について閲覧

封書 自筆

G-216 中川鹿之助（大阪市西成区） 昭和5年8月18日 8月20日 年代便覧の礼 ハガキ 自筆

G-217 長島〔孝〕（文部省成人課） 昭和15年5月21日 5月21日 東京での発表の礼 ハガキ 自筆 絵葉書（愛馬の日）
G-218 長島（東京） 昭和16年2月10日 2月10日 帰京報告、三輪への礼 ハガキ
G-219 長島（東京） 昭和16年10月16日 16日 長田上京時の礼 ハガキ

G-220 中島松次郎（東京市下谷区西黒門町） 昭和10年10月14日 10月14日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）所持せず ハガキ 自筆

G-221 石川県立図書館長中田邦造 昭和10年10月26日 10月25日
「真福寺善本図書展覧会」観覧時の礼、「軍戦記展覧
会」への図書貸出願い（貸出希望図書リスト、趣意書同
封）

封書 自筆
石川県立図書館用箋、趣意書は孔
版

G-222
中田邦造（京都市堺町竹屋通り各村一太郎
方）

昭和10年11月3日 11月3日
展観図書に『義経記大全』追加願い

封書 自筆

G-223 石川県立図書館長　中田邦造 昭和13年2月26日 2月26日
長田館長より石川県鳳至郡宇出津町立図書館用地寄
附の申し出受理の件及び必要書類の件

書簡 自筆
同封：長田館長から中田氏宛の寄附
申し出書状、寄附採納願（雛形）、土
地平面図

G-224 石川県立図書館長　中田邦造 昭和13年3月14日 3月14日 上記手続の続報 書簡 自筆
同封：宇出津町長より中田氏宛書簡
昭和13年3月11日

G-225
石川県立図書館　中田邦造（石川県金沢市
兼六園）

5月25日
レファレンス依頼（個人的なもの）と町立図書館用地寄附
の件続報

書簡 自筆

G-226
石川県立図書館　中田邦造（石川県金沢市
兼六園）

昭和13年7月21日 7月20日
松本帝国図書館長と中央図書館長協会の事業推進策
を相談の結果、雑誌を発行することになったので協力を
依頼する旨

書簡 自筆

G-227 中田邦造 6月18日 長田の日本図書館協会理事辞任の件 自筆 封筒欠。日本図書館協会用箋

G-229 箺鶴堂　長田捨三郎（大阪市東区） 昭和15年1月26日 昭和15年1月 封書 印刷

G-230 中村敬吉（広島県豊田郡中野村） 昭和19年6月14日 昭和19年6月13日 ハガキ

G-231 中村多麻（東京市四谷区） 昭和10年12月1日 30日 貴重図書閲覧の礼 書簡 自筆

G-232 中村不折（東京市淀橋区上落合） 昭和10年10月28日 10月27日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）出陳の件 ハガキ 自筆

G-233 永山時英 昭和10年1月7日 年賀 ハガキ 自筆

長田捨三郎

中村敬吉

中村多麻

中村不折

永山時英

戸田豊三郎

富田寿男

中川鹿之助

長島

中島松次郎

中田邦造

鳥飼生駒

内藤治

内藤乾吉

中井木莵麻呂

中垣正光
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G-234 那須滋乃（西淀川区） 昭和13年1月22日 1月22日 恩給の件、相談の礼 書簡 自筆

G-235 オーム社浪岡具雄（大阪市北区堂島浜通） 昭和16年8月23日 8月24日 大朝出版局業務部発行係主任は大久保恒次氏 ハガキ 自筆

G-250 西井力松（宇治山田市外神宮皇学館） 昭和13年3月28日 昭和13年3月28日 来季展覧会に『日本書紀』第二元禄三年写出陳予定 封書 自筆

G-251 西村貫一（神戸市栄町） 昭和15年2月1日 昭和15年1月31日夜 国史展覧会観覧および目録受領の礼 封書 自筆

G-252 西村貫一 昭和16年3月31日
英支両文『工業日本精神』大阪図書館宛寄贈藤原銀四
郎氏に依頼、承諾の手紙到着

封書 自筆 封筒欠

G-253
西村貫一（神戸市神戸区栄町三丁目西村旅
館）

昭和18年9月3日 昭和18年9月3日
『十人集』発刊とともに、パンフレット作成。印刷でき次第
送付。

封書 自筆

G-254 西村貫一 昭和18年12月26日 大丸塩路氏の展覧会について 封書 自筆 封筒欠

G-255 「西村貫一」（神戸市神戸区栄町西村旅館） 昭和19年1月6日 昭和19年1月6日
大毎の中山君、大丸の塩路君と一度お会い下されば幸
い・・・

封書 自筆

付①：1月9日、自宅にての毎日新聞
特派員前芝確三の時局講演会の案
内　付②1月13日西村邸での集いの
和歌の下書き・推敲（？）

G-256 西村貫一（神戸市栄町） 昭和19年6月19日 ハガキ

G-257 岡山県観生高等女学校 西村周昌 昭和7年2月27日 2月27日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-258 西村真琴（豊能郡南豊嶋村） 昭和9年7月18日 7月18日 正平版論語研究の礼 書簡 自筆

G-259 西村旅館（神戸市栄町） 昭和17年6月16日 昭和17年6月15日 西村旅館のパンフレット同封 書簡 自筆
G-261 西村旅館（神戸市神戸区栄町） 昭和19年6月1日 昭和19年5月31日 封書
G-260 西村旅館（神戸市神戸区栄町） 昭和19年5月23日 封書

G-262 二宮忠八（京都府八幡町） 昭和10年4月25日 昭和10年4月24日 飛行器発明上申書類陳列の礼 封書 自筆

G-263
社団法人日本図書館協会（東京市麹町区文
部省内）

昭和10年3月1日 昭和10年3月1日 3月8日の評議員会出欠有無督促 ハガキ 印刷

G-264
日本名宝展覧会事務所（東京市京橋区 読売
新聞社内）

昭和5年3月1日 昭和5年3月1日 府立図書館発行「年代便覧」購入希望について 封書 自筆

G-265 奈良県立図書館　野村伝四 5日 5日 書簡 自筆

G-266 曇斎橋本宗吉玄孫橋本秀一（東京市本所） 昭和10年5月22日 5月22日 上本町念仏寺にて贈位奉告祭の案内 封書 印刷

G-478 橋元真一（神戸市立図書館） 昭和13年2月7日 2月6日 佐久良東雄短冊貸与の件の礼 ハガキ 自筆

G-267
橋本曇斎先生百年記念会（大阪市北区大阪
府立図書館内）

4月10日 橋本曇斎先生百年記念会式典案内 封書 印刷
式次第、返信ハガキなど同封、東京
事務所「東京市麹町区電気奨励館
内」

G-268 長谷川乙彦 9月14日 正平版論語研究の借用願 ハガキ 自筆

G-269 長谷川敏正 昭和15年10月28日 10月27日 館内見学と三輪司書への礼

G-270
東京市立駿河台図書館長 波多野賢一（東京
市神田区駿河台）

昭和15年6月18日 昭和15年6月18日 理事辞任と後任推薦の件承諾の事 封書 自筆

G-271 八田徳治郎（奈良市般若町） 昭和16年3月8日 3月7日夕 生野高女の寄贈本増刷の節送付。女性事務員の件断り

橋元真一

橋本曇斎先生百年記念会

長谷川乙彦

長谷川敏正

波多野賢一

八田徳治郎

西村貫一

西村周昌

西村真琴

西村旅館

二宮忠八

日本図書館協会

日本名宝展覧会事務所

野村伝四

橋本秀一

那須滋乃

浪岡具雄

西井力松
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G-272 八田徳治郎
仕事遅れの詫び状、香宗我部の分も仕上げ役事可仕覚
悟

封書 自筆 持参書簡か

G‐228 八田徳治郎 2月23日 封書 自筆

G-273 朝鮮全州府庁花田正 昭和12年9月14日 9月14日夕 筆写料の金額（概要）について問い合わせ 自筆 ハガキ

G-274
岐阜県立岐阜図書館 花林尚雄（岐阜市司
町）

昭和13年3月22日 3月22日 館訪問の際の礼状 封書 自筆

G-278 林生 12月24日 閲覧券拝受、方面委員制度も順調 封書 自筆 封筒欠

G-275 林市蔵　(兵庫県武庫郡本山村） 昭和17年1月7日 『詩韻含英』、作詩の必携本の購求願い
G-276 林市蔵　(兵庫県武庫郡本山村） 昭和17年1月11日 1月7日 書名『詩韻含英』に間違いない
G-277 林市蔵　(兵庫県武庫郡本山村） 昭和17年1月23日 1月23日 『詩韻含英』、無事南京の送付

G-279 林秀一（岡山市門田） 昭和12年6月15日 6月14日 資料閲覧の礼 自筆 ハガキ

G-280 平島哲郎（山口萩市） 昭和12年11月8日 11月8日
館見学の礼、私蔵書は望む人もあり、持ち帰った。帰途
寒霞渓をめぐる。

自筆 封書

G-281 平野小学校山校舎（長野県岡谷） 9月27日 9月26日 年代便覧60部代金問い合わせ ハガキ 自筆

G-479
広島文理科大学東洋史学研究生旅行団一
同

昭和11年11月13日 11月15日 館見学の礼 封書 自筆

G-282 蓬左文庫福井保（東京市豊島区目白町） 昭和11年1月13日 正月13日 蓬左文庫目録送付 自筆 封書

G-283 福岡県小倉中学校 10月11日 故校長波多野俊夫葬儀案内 ハガキ 印刷

G-284 福士繁吉（於東京） 昭和16年3月19日 3月18日朝 東京の報告、宿泊所隣室に石黒立氏宿泊云々 ハガキ 東郷神社絵葉書

G-285
新竹州商工経済会常務理事福士繁吉（新竹
州新竹市栄町）

昭和19年5月 封書

G-286 福島正夫（豊中町桜塚） 昭和7年9月26日 9月25日 関西大学在学中、学資のため雇用願、履歴書添付 自筆 封書

G-287 陸軍輜重兵中尉　藤田嘉通比古 10月30日 『日本及日本人の起源』の戦地への貸出の件 封書 自筆

G-288 新聞教育便・藤田規一 昭和16年1月17日 著作『十七条憲法』寄贈の礼

G-289 藤野重次郎（東京都杉並区神戸町） 10月15日 館参上の礼、自著御笑覧。弘田、日向へもよろしく。 ハガキ 自筆

G-290 藤原道顕（神戸市平埜祥福寺内） 昭和12年6月22日 なし 図書館見学断状 自筆 ハガキ

G-291 宝寿院（和歌山県高野山） 昭和19年7月1日 封書 封筒のみ

G-292 法隆寺執事 昭和15年2月17日 2月17日 申し出の件につき了承 封書 自筆

G-293 大礼記念金沢市立図書館長毎田周治郎 昭和6年1月11日 1月21日 ラジオ郷土講座拝聴の報告、加越能郷土辞彙の件 自筆 封書
G-294 大礼記念金沢市立図書館長毎田周治郎 昭和8年9月30日 昭和8年9月30日 『年代便覧』5部寄贈願い 自筆 封書 金沢市立図書館用箋

G-295 大礼記念金沢市立図書館長毎田周治郎 昭和8年10月29日 10月28日
『年表』の礼、『正平版論語』の研究刊行への期待、金沢
市立図書館展示計画など

自筆 封書

G-296 金沢市立図書館毎田周治郎 昭和11年3月4日 3月3日 館見学の礼、特許公報、巡回文庫の施録は好模範 自筆 封書

福島正夫

藤田嘉通比古

藤田規一

藤野重次郎

藤原道顕

宝寿院

法隆寺執事

毎田周治郎

林

林市蔵

林秀一

平島哲郎

平野小学校山校舎

広島文理科大学東洋史学研究生旅行団一同

福井保

福岡県小倉中学校

福士繁吉

花田正

花林尚雄
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G-297 大礼記念金沢市立図書館長毎田周治郎 昭和15年12月26日 12月26日
ラジオ講演（特許公報の件）、局にて別途拝聴、奈良図
書館大会で館訪問するつもりが、大会流れて不能となっ
たことなど

印刷 封書 特許公報製本帳票つき

G-298 大礼記念金沢市立図書館長毎田周治郎 昭和16年1月17日 1月17日 増加目録の礼、また特許公報整理方法教授の礼 自筆 封書

G-299
毎日新聞社文化部（大阪市北区堂島上2丁
目）

昭和18年8月12日 文化欄「読書随想」への原稿依頼 封書 自筆

G-300 前田長三郎（堺市少林寺町） 昭和10年10月26日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）色紙短冊出陳の件 封書 自筆 未使用ハガキ一通

G-301 群馬県立伊勢崎高等女学校長 牧田利作 昭和7年2月25日 2月25日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-302 大阪府女子師範学校　松木親男 昭和10年10月17日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）短冊歌集出陳の件 ハガキ 自筆

G-303 松本卯之丞 昭和4年6月20日 年代便覧の件 ハガキ 自筆

G-304 松本喜一（東京市上野公園帝国図書館） 昭和18年5月3日 5月3日 館参上の礼と中央図書館長会議日程調整 封書 自筆

G-305 間宮不二雄 昭和15年6月7日 自筆 封筒欠。青年図書員連盟本部用箋

G-307 秋田県湯沢高等女学校 丸山文喜 昭和7年2月26日 2月26日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-308 弘前高等学校三浦圭三 昭和15年1月21日 2月21日 国史善本展覧会招待の礼 ハガキ 自筆

G-309 三浦圭三（弘前市富田町弘高官舎） 昭和15年2月4日 2月4日
「国史善本展覧会」目録の礼、および高校の郷土史展開
催の件

封書 自筆

G-310 三浦圭三（弘前市富田町） 1月2日 1月1日夕 館見学お礼 自筆 ハガキ

G-312 水野喜一郎（大阪府泉北郡高石町南） 昭和10年11月16日 11月廿6日 佐久良東雄展に所蔵品出品願い 自筆 封書

G-311 水野喜一郎（大阪府泉北郡高石町） 昭和10年10月28日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）短冊出陳の件 ハガキ 自筆

G-313 水野平次（奈良市法連佐保川町） 昭和11年11月6日 11月5日 館見学の礼 自筆 封書

G-314
官幣大社水無瀬神宮社務所（三島郡島本
町）

昭和15年10月26日 15年 宝物館展観案内 印刷

G-315
日本工作機械製造工業組合　三根繁太（東
京市麹町区）

昭和12年1月20日 昭和12年1月20日 封書 自筆

G-317 和歌山県立粉河高等女学校長 宮崎諦寛 昭和7年3月3日 昭和7年3月2日 私信（二女就職先斡旋依頼の返事） 封書 自筆

G-318 大阪府立生野高等女学校校長宮田宗兵衛 昭和16年3月17日 昭和16年3月17日 『十七条憲法』の礼と生野高女15周年記念式典報告

G-319 京大図書館　宮西光雄（京都市左京区） 昭和19年 ハガキ

G-320
国際通運株式会社大阪支部 美山梅吉（大阪
市北区曽根崎新地）

昭和4年7月4日 昭和4年7月4日 「年代便覧」分与の礼と3部追加依頼 封書 自筆

G-321 宮本金七（文部省） 昭和9年4月2日 4月2日 便宜の礼、山村君へもよろしく ハガキ 自筆 絵葉書（森白甫画「池心洋洋」）

水無瀬神宮社務所

三根繁太

宮崎諦寛

宮田宗兵衛

水野平次

宮西光雄

美山梅吉

宮本金七

前田長三郎

牧田利作

松木親男

松本卯之丞

松本喜一

間宮不二雄

丸山文喜

三浦圭三

水野喜一郎

毎日新聞社文化部
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G-322 毛利家執事（東京市淀橋区） 昭和15年5月17日 5月17日 図書借用依頼断り、図書は紅葉山文庫にあり

G-323 望月茂（東京豊島区巣鴨） 昭和11年6月26日 6月25日 『経世評論』10号、12号の所蔵調査 自筆 封書

G-324 宝塚音楽舞踊学校　森草三（川辺郡小浜村） 3日 封書 封筒のみ

G-325
東方文化事業総委員会総務委員 森安三郎
（北平）

民国25年5月21日 昭和11年5月21日 館蔵「蒋山傭残稿」写真撮影の件 封書 印刷

G-326 森田博三（南河内郡古市町） 昭和15年2月10日 2月10日 目録受領礼状 封書 自筆

G-327
大阪府立佐野工業学校長・大阪府立佐野第
二工業学校長　諸熊壮一（大阪府泉南郡佐
野町）

昭和19年6月28日 ハガキ

G-328 文部大臣　安井英二（東京市芝区） 昭和12年7月12日 昭和12年7月 文部大臣就任に際しての送別会と在阪中の礼 封書 印刷

G-329 安嶋外喜雄（大阪市住吉区天王寺） 昭和10年10月18日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）短冊出陳の件 ハガキ 自筆

G-330 柳美津梅子（京城侗校普通学校） 昭和13年11月2日 11月2日 近況（母校同窓会出席の感想） ハガキ 自筆

G-331 山川七左衛門（大阪府泉北郡高石町） 昭和10年3月15日 3月15日 恭仁山荘善本展の案内の礼 封書 自筆 封筒差出名は印刷

G-332 山岸徳平（東京市豊島区長崎南町） 昭和10月10月14日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）所持せず ハガキ 自筆

G-333 山口康太郎（大阪市住吉区松虫通） 昭和10年10月15日 10月15日
（佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）竹外山水（東雄讃）
出陳の件

ハガキ 自筆

G-334 山下（羽田山荘にて） 昭和12年11月6日 三段峡に滞在 ハガキ 自筆 絵葉書（三段峡）

G-336 山下生 11月14日 館見学と尊著『年表』贈与の礼 封書 自筆 封筒欠

G-335 山下生 3月26日 書籍追加予算の件、その他。 自筆 断簡。封筒欠。

G-337 山下寅次（広島市国泰寺町） 昭和6年6月1日 6月1日 貴重目録『論語』(展示目録）の寄贈の礼 封書 自筆
書簡の差出名「山下生」、用箋はG-
336と同じ

G-338 広島文理科大学漢文学研究室山下実 昭和12年11月1日 11月1日 「上阪の節、御引見、御教示」の礼 封書 自筆

G-339
大阪絵具染料同業組合組長 山田市治郎（大
阪市東区唐物町）

昭和13年3月17日 昭和13年3月19日 『絵具染料商工史』出版記念式出席と祝辞のお礼 封書 自筆

G-340
長野県諏訪郡湖南尋常高等小学校長 山田
茂保

昭和4年10月24日 府立図書館発行「年代便覧」寄贈依頼 封書 自筆

G-341 湖南小学校長　山田茂保（長野県諏訪郡） 昭和4年11月2日 昭和4年11月1日 年代便覧15部受け取り支払いの件 ハガキ 自筆
G-342 湖南小学校長　山田茂保（長野県諏訪郡） 昭和5年2月22日 年代便覧15部代金遅延のお詫び 書簡 自筆

G-344 山中樵(台北） 昭和16年6月6日 6月6日 善本展目録の礼 ハガキ 自筆
G-345 台湾総督府図書館長 山中樵 昭和16年7月23日 7月21日 理事当選の祝いと承諾願い 封書 自筆 山中樵用箋

G-346 山中恒 5月29日 5.29 参館の礼状 ハガキ 自筆 絵葉書（角板山鉄線橋）
山森三郎

山岸徳平

山口康太郎

山下

山下寅次

山下実

山田市治郎

山田茂保

山中樵

山中恒

望月茂

森草三

森安三郎

森田博三

諸熊壮一

安井英二

安嶋外喜雄

柳美津梅子

山川七左衛門

毛利家執事
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-347 山森三郎（金沢市下胡桃町） 3月4日 3月3日
娘の病状と阿倍野区に移転先見つかり、今までの世話の
礼。現在は戦局決戦の段階。

封書 自筆

G-348 由井長太郎（島根県能義郡島田村） 昭和17年9月19日 9月19日 当地産二十世紀梨を送付する 封書 自筆

G-316 横山藤吉 昭和12年10月26日 昭和12年10月25日 和泉池上の枯草庵*にて   *佐久良東雄仮寓の庵 ハガキ 自筆

G-349 吉沢義則（京都修学院） 昭和8年12月24日 12月24日
『国文古注釈大系』に『万葉集名物考』『義経記大全』を
加えたく

封書 自筆

G-350 吉田祥三郎（大阪市阿倍野区帝塚山中） 昭和15年5月5日 5月5日
『十三経注疎』献上の下賜として、白羽二重一匹受領の
報告。

封書 自筆
「昭和18年4月23日付、宮内庁松平
恒雄名義羽二重発送書」一枚添付

G-351 日羅公薫蹟顕彰記念会  代表 吉房末吉 昭和13年1月 日羅公建碑式(昭和13年1月30日)への招待状 封書 印刷 封筒欠

G-352 京城帝大図書館司書官吉村定吉 昭和13年4月7日 昭和13年4月7日 帰京中の館長鳥山喜一図書館参上希望 封書 自筆 封書表「至急開報」とあり

G-353 陸軍天谷部隊本部 昭和16年3月25日 昭和16年3月20日 陸軍雇員田中繁信『モルモットの飼ひ方』返納証 封書 印刷

G-354 若月保治（東京小石川区） 昭和10年10月24日 10月24日 来る26日京都へ行く前に図書館訪問(絵浄瑠璃本閲覧） 封書 自筆
上松寅三共同あて、「女性の光原稿
用紙」使用

G-355 和歌山県立図書館 昭和11年8月6日 昭和11年8月6日 近畿図書館協議会の日程案内 封書 自筆 県立図書館長室町尚武名

G-356 渡辺得次郎（兵庫県芦屋三条会） 昭和10年10月15日 （佐久良東雄先生遺墨展覧会関係）所持せず ハガキ 自筆

G-357 長○○作（朝鮮全州大正町） 昭和4年7月13日 年代便覧の礼 絵ハガキ 自筆
G-451 昭和10年3月5日 死亡通知 電報 発信局佐世保
G-361 中○清一（名古屋東区千草） 昭和11年7月22日 暑中見舞い ハガキ 自筆
G-362 政彦（東京） 昭和12年6月25日 24日 在阪時の礼状 ハガキ 自筆

本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-363 石川清和堂（大阪市南区） 昭和9年12月23日 昭和9年12月22日 注文書『南嶺遺稿」等2点発送 ハガキ

G-364 井上書店（東京帝国大学正門前） 昭和9年12月27日 昭和9年12月27日 注文書『医心方』の断り ハガキ 自筆

G-406 ゐのくま生（京一条寺町） 昭和10年10月19日 10月18日 昼食の御礼

G-365 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和9年11月8日 昭和9年11月7日 『皇明○台奏議」1冊発送 ハガキ 自筆
G-366 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和9年11月11日 昭和9年11月11日 『白雲和尚御詠並び解説』発送 ハガキ 自筆

G-367 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和9年11月24日 昭和9年11月24日
『蒙兀児史記』の件（大津市右文閣よりの断りのハ
ガキ同封）

封書 自筆

G-368 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和9年11月26日 昭和9年11月 新刊広告 ハガキ 印刷
G-369 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和9年11月29日 昭和9年11月29日 注文書『書目答問補公』発送 ハガキ 自筆

G-370 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和10年1月19日 1月18日
『蒙兀児史記』、『国学文庫西斎雑著』発送、注文
の『説郛』は本国へ問い合わせ中、『柳井蔡文集』
は持ち合わせなし。

封書 自筆

G-371 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 1月22日
『蒙兀児史記』『国学文庫西斎雑著』発送。（右文
閣『蒙兀児史記』予約募集広告、発注票、請求書式
等同封）

封書 自筆

G-372 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和10年9月18日 9月18日 『国学文庫』17－20はすでに納入済 ハガキ 自筆

和歌山県立図書館

渡辺得次郎

差出人不明

石川清和堂

井上書店

猪熊信男

彙文堂書店

由井長太郎

横山藤吉

吉沢義則

吉田祥三郎

吉房末吉

吉村定吉

陸軍天谷部隊本部

若月保治

上松寅三宛
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-374 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和10年9月20日 昭和10年9月20日 注文書『国学文庫』17、18発送 ハガキ 自筆
G-373 彙文堂書店（京都市中京区寺町） 昭和10年9月25日 9月25日 『国学文庫』14、15品切れ ハガキ 自筆
G-375 彙文堂書荘（京都市中京区寺町） 「展覧会御案内」と表書きあり。 封筒のみ。

G-376 大阪朝日新聞社会事業団 昭和9年11月30日 昭和9年12月1日 12月1日～3日古書即売会併設稀書展覧会出品願 封書 印刷（孔版）
「大阪古書即売会聯合会」封筒使
用

G-377
財団法人懐徳堂記念会（大阪市東区豊後
町）

昭和10年9月25日 昭和10年10月1日 10月5日「懐徳堂記念祭典」招待状（式次第同封） 封書 印刷

G-378
其中堂京都支店（京都市寺町通り三条
北）

昭和10年1月12日 12日 注文書12点送付 封書 自筆

G-379 巌松堂書店（東京市神田区神保町） 昭和10年10月14日 昭和10年10月13日
注文書『大日本山林史』等2点送付（見積書。請求
書、納品書同封）

封書 自筆 注文書（ハガキ）別途あり

G-400
巌松堂和本部幽学社（東京市神田区神保
町）

昭和9年11月22日 注文書発送 印刷 ハガキ 書名・金額は自筆

G-380 皇典社（大阪西区） 道頓堀倶楽部での古書店案内 ハガキ 印刷 日付は開催日

G-403 琳琅閣書肆斎藤兼蔵（東京市本郷区） 昭和10年9月11日 昭和10年9月10日 購入図書送付状 自筆 ハガキ
大阪府立図書館宛、ハガキ表に
「弐点返送済み」のメモ書きあり

G-381 鹿田静七
鹿田松雲堂主催秋季古本即売展〔目録〕　第1回
10月11日～19日

封書 印刷

G-382 鹿田静七
鹿田松雲堂主催秋季古本即売展〔目録〕　第2回
10月21日～31日

封書 印刷

G-383 鹿田静七 封書 封筒のみ

G-401 梁江堂杉本要(大阪市南区八万筋） 大阪三越第9回古書即売会の案内 印刷 封書 25と同じ

G-384 玉樹香文房(大阪天下茶屋） 昭和10年10月9日 古書代金決済願い ハガキ 自筆

G-385 東京帝国大学史料編纂所長辻善之助 昭和8年11月4日 昭和8年11月2日 調査員派遣時の礼 印刷 封書 史料編纂所用箋　印刷はタイプ

G-386 内外書籍株式会社（東京市小石川区） 昭和10年１月 故事類苑38－45回8冊送付（振込用紙同封） 印刷 封書 一部破れ

G-387 中井木莬麿 昭和2年7月19日 7月17日 大阪史料展覧会出品の件 自筆 封書 書簡1枚目欠

G-388 中尾松泉堂（大阪東区淡路町） 大阪三越第9回古書即売会の案内 印刷 ハガキ 9月24日（火）

G-389
皇漢法専門医院　中野康章（大阪市此花
区上福島）

昭和10年10月20日 〔目録〕訂正申し込み 自筆 ハガキ

G-390
皇漢法専門医院　中野康章（大阪市此花
区上福島）

昭和10年10月20日 第二回〔目録〕訂正申し込み 自筆 ハガキ

G-391
皇漢法専門医院　中野康章（大阪市此花
区上福島）

昭和10年10月20日 第三回目録訂正申し込み 自筆 ハガキ

G-392 南陽堂本店楠林安三郎（東京市本郷区） 昭和10年1月9日 昭和10年1月8日 注文書発送 印刷 ハガキ 書名・金額は自筆
G-393 南陽堂本店楠林安三郎（東京市本郷区） 昭和10年1月13日 昭和10年1月12日 返品書受領（返品願い1月10日付ハガキ同封） 印刷 封書
G-394 南陽堂本店楠林安三郎（東京市本郷区） 昭和10年9月21日 昭和10年9月21日 「武道伝来記」1部写本につき注文断り 自筆 ハガキ

中野康章

楠林安三郎

巌松堂和本部幽学社

杉本要

文求堂書店

斎藤兼蔵

其中堂京都支店

巌松堂書店

皇典社

鹿田静七

玉樹香文房

辻善之助

内外書籍株式会社

中井木莬麿

中尾松泉堂

大阪朝日新聞社会事業団

懐徳堂記念会
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本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考

G-395 文求堂書店(東京市本郷区） 昭和10年1月12日 1月12日 注文書の在庫調査 自筆 封書 裏に、17日到着図書礼状の下書き
G-396 文求堂書店(東京市本郷区） 昭和10年1月15日 JAN　15　1935 注文書発送（請求書・見積書同封） 自筆 封書
G-397 文求堂書店(東京市本郷区） 昭和10年1月17日 1月16日 注文の『蒙兀児史記」の件についての返書 自筆 封書

G-398 細川信吾（東京市麹町区） 昭和9年12月19日 注文書売り切れ 自筆 ハガキ

G-399 矢野泉仏（熊本県井戸北郡佐藤町） 昭和10年11月12日 注文書『稿本佐敷城史』発送 自筆 ハガキ

G-402 臨川書店（京都市左京区東今出川） 昭和10年10月24日
『臨川書店新収書目』第4号、『金氏梅花草堂展観
即売書目』

印刷 封書

G-404
恩賜京都博物館長和田不二男（京都市東
山区）

昭和10年9月23日 昭和10年9月22日 近衛家熈公200年修祀器年展観の案内状 印刷 封書

G-405
恩賜京都博物館長和田不二男（京都市東
山区）

昭和10年10月5日 昭和10年10月5日 近衛家熈公200年修祀器年展観終了の礼状 印刷 封書

本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考
G-407 上田林次郎（茨城県筑波郡）あて 書簡 自筆 宛名者ナシにより戻り分、未開封
G-408 内海様 「文選」拝借の礼 自筆 書簡下書き
G-409 大阪府立図書館職員 昭和9年2月28日 27日 足利にて、和歌2首 絵ハガキ「足利学校」

G-410 高野山
先師光栄大和尚の御風幸を拝し等参堂の礼、『正平
版論語之研究』別便で送付。

G-411 富岡益太郎　京都市上京区 「春雨物語」等拝借の礼，拝借證 自筆 書簡下書き
G-412 （メモのようなもの） 昭和〔9以降〕年 自筆 書簡下書き　私信

本記号 差出人肩書・氏名（住所） 消印日付 書簡日付 内容（概略） 宛先 封書・ハガキ 自筆・印刷 備考
G-413 木谷蓬吟（大阪府下中河内郡長瀬村） 昭和10年2月23日 4月22日 内海景普 封書 自筆

G-414 杏林温故会（住吉区清明通） 2月22日 大塚鐙 ハガキ 印刷
3月6日
（日）第11
回例会案内

G-415 十二期生　島田喜久子（東成区南中道町） 2月19日 2月19日 図書館退職の報告
宮田宗兵衛（生野高
女校長）

封書 自筆

G-416 竹本土佐太夫（住吉区聖天下） 昭和10年4月22日 4月22日 内海景普 封書 自筆

G-480 永田諒(広島第二中学校） 昭和4年6月23日 6月22日 『年代便覧』の礼状
三誠社（大阪市此花
区）

ハガキ 自筆

G-417 東京帝国大学附属図書館 山田珠樹 昭和4年12月19日 12月19日 「年代便覧」10部頒布希望 今井貫一 封書 自筆

G-418 労働科学通信社 昭和25年1月1日 近畿図書館員組合 封書 印刷
労働科学通
信第11号

G-481 杏（？） 29日 「年表」の礼 ハガキ 自筆

G-482 『報国児童』第一号の祝電

「六日ニ打
電、九月七
日」とのメモ
書きあり。登
龍閣「小林
弥一」の名
刺あり。

G-419 （差出人判読できず） （年月日不明） 6月24日 「年代便覧」希望の件 今井貫一 書簡 封筒欠

和田不二男

細川信吾

矢野泉仏

臨川書店

その他宛

長田富作差出
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